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法
律
秘
及
び
指
定
秘
並
び
に
不
開
示
情
報
と
の
相
互
の
関
連
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
家
公
務
員
法
第
百
条
又
は
自
衛
隊
法
第
五
十
九
条
で
い
う
「
秘
密
」
（
以
下
「
法
律
秘
」
と
い
う
。
）
及
び
各
府
省
の
文

書
管
理
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
る
「
秘
密
」
（
以
下
「
指
定
秘
」
と
い
う
。
）
並
び
に
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る

情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
。
以
下
「
情
報
公
開
法
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
不
開
示

情
報
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
以
下
質
問
す
る
。

一

我
が
国
公
務
員
が
法
律
秘
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
国
家
公
務
員
法
第
百
条
や
自
衛
隊
法
第
五
十
九
条
に
基
づ
き

秘
密
を
守
る
義
務
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
刑
事
罰
に
よ
っ
て
そ
の
違
反
の
防
止
が
担
保
さ
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。そ

こ
で
我
が
国
公
務
員
が
不
開
示
情
報
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
法
令
上
の
根
拠
及
び
そ
の
漏
洩
を
防
止
す
る
に
当
た
っ

て
担
保
と
な
る
法
令
上
の
根
拠
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

「
指
定
秘
」
で
あ
っ
た
文
書
が
、
当
該
府
省
の
文
書
管
理
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
い
て
そ
の
指
定
を
解
除
さ
れ
た
後
で

も
、
情
報
公
開
法
の
不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
た
め
に
公
開
な
い
し
開
示
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
起
こ
り
得
る
の
か
、

政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



三

情
報
公
開
法
施
行
後
、
二
で
想
定
し
た
と
こ
ろ
の
不
開
示
の
事
例
が
あ
れ
ば
、
各
府
省
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

内
閣
衆
質
一
五
四
第
四
八
号
の
答
弁
書
（
平
成
十
四
年
四
月
二
日
）
に
よ
る
と
「
金
融
庁
、
法
務
省
及
び
財
務
省
の
規
則

に
お
い
て
は
、
秘
密
文
書
に
指
定
す
る
文
書
は
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律

第
四
十
二
号
。
以
下
「
情
報
公
開
法
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
不
開
示
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
の
点
に
関
す
る
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

�

金
融
庁
、
法
務
省
及
び
財
務
省
に
お
い
て
は
、
秘
密
文
書
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
文
書
に
は
不
開
示
情
報
が
含
ま
れ
て

い
な
い
と
考
え
て
良
い
の
か
。
も
し
例
外
が
あ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

こ
の
他
の
府
省
に
お
い
て
は
、
不
開
示
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
指
定
秘
」
で
は
な
い
文
書
が
存
在

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
府
省
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

こ
の
他
の
府
省
に
お
い
て
は
、
「
指
定
秘
」
で
は
な
い
が
不
開
示
情
報
を
含
む
文
書
の
取
扱
い
に
関
し
て
特
別
な
規
則

を
設
け
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
府
省
に
つ
き
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
そ
う
し
た
規
則
を
設
け
て
い
な
い
府
省
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
を
必
要
と
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



�

「
指
定
秘
」
で
は
な
い
が
不
開
示
情
報
を
含
む
文
書
の
取
扱
い
に
関
し
て
特
別
な
規
則
を
設
け
て
い
な
い
府
省
は
、

「
指
定
秘
」
で
は
な
い
が
不
開
示
情
報
を
含
む
文
書
を
不
開
示
情
報
を
含
ま
な
い
文
書
と
比
し
て
特
段
の
配
慮
を
も
っ
て

取
扱
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

不
開
示
情
報
の
漏
洩
は
、
国
家
公
務
員
法
第
八
十
二
条
第
一
項
第
二
号
「
職
務
上
の
義
務
に
違
反
」
な
い
し
自
衛
隊
法
第

四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
「
職
務
上
の
義
務
に
違
反
」
な
い
し
同
第
二
号
「
隊
員
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
」
に
該
当

す
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

「
マ
イ
ク
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
計
画
の
実
施
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
書
簡
の
交

換
」
（
平
成
八
年
外
務
省
告
示
第
四
百
七
十
六
号
）
に
基
づ
い
て
各
省
庁
等
に
配
置
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
の
公
務

員
及
び
こ
れ
に
類
似
す
る
研
修
員
（
以
下
「
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
員
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
不
開
示
情
報
の
取
扱
い

の
可
否
に
つ
い
て
、
以
下
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
員
等
は
、
不
開
示
情
報
を
取
扱
う
こ
と
が
可
能
な
の
か
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
の
法
令
上
の

根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
員
等
に
よ
る
不
開
示
情
報
の
取
扱
い
の
現
状
に
つ
い
て
、
各
府
省
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

三



い
。

七

各
府
省
に
お
い
て
そ
の
保
有
す
る
不
開
示
情
報
を
公
務
員
以
外
の
者
（
臨
時
の
職
員
、
民
間
企
業
の
社
員
等
）
に
取
扱
わ

せ
て
い
る
事
例
は
存
在
す
る
の
か
、
各
府
省
ご
と
に
そ
の
現
状
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

「
秘
密
区
分
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
昭
和
四
十
年
四
月
十
五
日

事
務
次
官
等
会
議
申
合
せ
）
に
お
い
て
は
「
秘
密

文
書
に
は
、
秘
密
に
し
て
お
く
期
間
を
明
記
し
、
そ
の
期
間
が
経
過
し
た
と
き
は
、
秘
密
の
取
扱
い
は
、
解
除
さ
れ
た
も
の

と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
書
作
成
時
に
お
い
て
、
必
要
と
さ
れ
る
秘
密
指
定
期
間
が
お
お
よ
そ
見

積
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
各
府
省
と
も
認
め
て
い
る
証
左
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
不
開
示
情
報
に
つ
い
て
も
不
開
示
を
必
要
と
す
る
期
間
を
文
書
作
成
時
に
お
い
て
見
積
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

場
合
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

行
政
機
関
が
、
不
開
示
情
報
を
含
む
文
書
を
そ
の
文
書
保
存
期
間
終
了
後
、
保
存
期
間
終
了
を
理
由
に
廃
棄
す
れ
ば
、
当

該
文
書
を
永
久
に
国
民
の
目
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

例
え
ば
、
行
政
機
関
が
開
示
さ
れ
た
場
合
に
自
己
に
都
合
の
悪
い
文
書
に
つ
い
て
、
不
開
示
情
報
を
理
由
に
開
示
を
拒

み
、
保
存
期
間
終
了
を
も
っ
て
廃
棄
し
て
し
ま
え
ば
、
情
報
公
開
法
の
目
的
で
あ
る
「
国
民
の
的
確
な
理
解
と
批
判
の
下
に

四



あ
る
公
正
で
民
主
的
な
行
政
の
推
進
」
（
第
一
条
）
は
不
可
能
と
な
る
。

こ
う
し
た
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
、
不
開
示
情
報
を
含
む
文
書
が
そ
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
な
い
よ
う
何
ら
か
の
チ
ェ
ッ
ク

（
例
え
ば
文
書
保
存
期
間
終
了
を
前
に
不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
か
再
度
見
直
す
等
）
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府

に
お
い
て
具
体
的
な
対
策
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十

訴
訟
に
お
い
て
は
、
不
開
示
の
判
断
の
合
理
性
に
つ
い
て
は
行
政
機
関
の
方
で
立
証
す
る
（
平
成
十
一
年
三
月
十
一
日
参

議
院
総
務
委
員
会
に
お
け
る
瀧
上
政
府
委
員
の
答
弁
〔
第
百
四
十
五
回
参
議
院
総
務
委
員
会
会
議
録
第
三
号
二
十
七
頁
〕
）

の
で
あ
る
が
、
情
報
公
開
審
査
会
の
調
査
審
議
に
お
い
て
は
、
不
開
示
判
断
の
合
理
性
を
諮
問
庁
が
立
証
し
て
い
る
の
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
と
、
審
査
会
に
お
け
る
現
状
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


